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微改善

 
BIEX とは、 

 

⚫ 「問題が起きている場所」ではなく、 

⚫ 「本当に変えるべき作用点」を見つけ、 

⚫ そこに最小限の介入を行い、 

⚫ 微改善する技術。 

 

という。 

 

ここはかなり重要な修正だと思います。 

 

「微改善」という言葉は、BIEX の思想にかなり合って

います。 

 

ただし、「改善が小さい技術」と誤解される可能性が

あるので、 

 

⚫ “介入を小さくする”ことと 

⚫ “変化を小さくする”こと 

 

は分けた方がいいです。 

 

スキンケアなら、私はこう整理します。 

 

BIEX とは、 

 

⚫ 問題が起きている場所を直接変えるのではなく、 

⚫ 本当に変えるべき作用点を見つけ、 

⚫ そこに最小限の介入を行い、 

⚫ 生体が自ら安定化する方向へ微改善を積み重

ねる技術 

 

です。 
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さらに短くするなら、 

 

最小限の介入で、生体界面環境を微改善する技術。 

 

これがスキンケア版 BIEX の核心になりそうです。 

 

┃「微改善」が効いてくる 

従来の美容は、 

 

⚫ 乾燥 → 保湿成分を与える 

⚫ シワ → シワに作用する成分を与える 

⚫ ニキビ → 抗菌・角化・皮脂に直接働きかける 

 

という「問題そのもの」への介入になりやすい。 

 

BIEX は、 

 

問題 → 作用点を探す → 界面環境を少し変える 

→ 生体自身の安定化を待つ 

 

です。 

 

つまり、 

 

大きく変えるのではなく、崩れている条件を少し戻す。 

 

この「少し」が微改善。 

 

そして、それを繰り返す。 

 

一度に大きく変えない。 

 

生体が無理なく変化できる最小単位で介入する。 

 

これは「響合共生の環境設計」ともきれいにつながり

ます。 

 

 



3 
 

さらに BIEX の原理として一段上げるなら 

 

⚫ 問題点ではなく作用点。 

⚫ 強い介入ではなく最小介入。 

⚫ 劇的変化ではなく微改善。 

⚫ そして、その微改善を積み重ねて生体の安定化

を支える。 

 

これなら、スキンケアだけでなく、シャンプー、枕、ヘ

アアイロン、さらには「うまくいかない製品・事業」の

再設計まで同じ原理で説明できます。 

 

特に、 

 

「最小限の介入で最小限の改善」 

 

より、 

 

「最小限の介入で、生体の微改善を支える」 

 

の方が BIEX らしいと思います。 

 

なぜなら、改善する主体は BIEX ではなく、生体自身

だからです。 

 

 


